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１． はじめに 

 日本は３/４が山地であり、なおかつ台風や集中豪雨が多いため、土砂災害が毎年多発している。地理空間的に過

去の災害を捉え、どのような地域でどのような災害が起こりやすいか、一目で分かるようなシステムが存在すれば、

ハード面においてもソフト面においても対策が立てやすく、より効率的に防災・減災を図ることができる。  

２． 研究概要 

 熊本の過去の災害情報を ArcGIS を用いて地図上にまとめる。今回データとして取り扱ったのは、昭和 45 年、

47 年、54 年、55 年、57 年、59 年、平成 2 年に熊本県内で豪雨等による土砂災害の被害である（表 1 参照）。各災

害地の緯度・経度を調査し、ArcGIS の災害地の点をプロットする。その点に、災害発生の年月日、日降雨量、総

降雨量、災害の種類といった情報を打ち込み、それぞれの点に属性を持たせる。 

表 1．熊本県の自然災害情報 1) 

 
その後、ArcGIS の Special Analyst 機能を用いて、ある特定の属性を持つ点が多い部分は色が濃くなり、そうで

ない部分は色が薄くなるなど、どこでどのような災害が起こっているのか視覚的に表示できるようにする。また、

プロットした点とその災害地の写真をリンクさせることにより、起こった災害とそれによる被害がどのようなもの

であったか、より臨場感を持ってとらえることができる。 

 熊本の地形・地質情報をＰＣに取り込み、各災害と地形・地質との関連性を探る。そして、それをもとに熊本は

今後どのように防災・減災に取り組むべきか考察する。 

３． ArcGIS とは 

 地理情報システム（GIS：Geographic Information System）は、地理的位置を手がかりに、位置に関する情

報を持ったデータ（空間データ）を総合的に管理・加工し、視覚的に表示し、高度な分析や迅速な判断を可能にす

る技術である。複数のレイヤを位置情報をキーとして重ね合わせていくことで、情報の関連性が一目でわかるよう

になる。この結果から、災害対策においても用いることができる。 

ArcGIS は非常に幅広い用途に使われている。たとえば、道路、水道、電気、ガスなどの社会インフラを管理して

いるのも ArcGIS であり、土地・建物の不動産情報や施工管理、店舗の出店計画や顧客管理などのエリアマーケテ

ィング、災害時を想定した防災計画にも ArcGIS が使われている。また、ArcGIS はインターネットでの地図情報表

示や、GPS（全地球測位システム）を利用した携帯電話のナビゲーションシステムにも役立っている。 

年月日  

 

 
被害の種類 

人的被害（人）  

 

 
被害額（億円） 

 
年 

 
月 

 
日 

死者 

（行方 

不明） 

重傷者 軽傷者 

S.45 7 10~15 長雨による水害 0 0 0 48 

47 7 12~13 豪雨による水害 123 98 213 480 

55 7 26~30 豪雨による水害 0 0 1 22 

57 7 11~25 豪雨による水害 24 9 51 979 

59 6 22~29 豪雨による水害 16 1 1 55 

H.2 6~7 26~3 豪雨による水害 17 10 18 1001 
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４． 研究結果 

 国土地理院より熊本の地図をＰＣに取り込み、ArcGIS

にＵＰした。その後、国土地理院の地図閲覧サービス 2)

によって、過去の災害地の緯度・経度を調査し Excel に

入力（図 1 参照）、それを ArcGIS によって読み込み、緯

度・経度のデータのままでは ArcGIS 内の機能を用いる

ことができないため、ＸＹ座標系に投影変換して災害地

を地図上にプロットした（図 3 参照）。 

プロットした点とリンクさせる災害地の写真は、スキ

ャナーによってＰＣに取り込み（図 2 参照）、その場所、

年月日、死傷者等の情報を Excel に入力しておく。図 2

に示す写真は、図 1 の黄部分に情報を示す災害地の写真で 

ある。これらの情報は主に、「熊本県庁ホームページ」の 

「熊本県自然災害発生状況」により得ている。 

 ArcGIS の機能を用いて、災害地に近い距離を濃く、遠 

い距離を薄く表示した（図 4 参照）。さらに一つ一つの点に 

属性を追加することで、より詳細な情報について視覚的に 

表示することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
５． まとめ 

 ArcGIS において、プロットした点により多くの災害地の情報を属性として追加することで、より詳細な情報に

ついて視覚的に表示することができ、より多くの考察を行うことができる。図.4 を見てみると、大きな土砂災害は

県北部、特に阿蘇山周辺と五木、八代から天草の牛深地方にかけての東西のラインに集中しているので、この一帯

に地形・地質的な特徴があると考えられる。今後、雨量、災害状況、災害地における地質・地形の属性を追加して

各災害と地形・地質との関連性について考察を加える。 

 今回の研究においては、資料として表 1 に示す熊本県の過去の土砂災害を用いているが、他のあらゆる情報を上

書きすることが可能であり、より機能性の高い GIS マップを作りだすことができる。そうすることによって、さら

にハード面・ソフト面の両者に対応し得るシステムとなり、熊本県の防災・減災に役立てることができる。 
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 図 2．災害地の写真 

 図 4．熊本県災害地分布図 

図 1．Excel に入力した各災害地の情報 

図 3．地図にプロットした災害地  
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